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【はじめに】A 病院 B 病棟（以下、B 病棟とする）は、院内の看護
手順に基づき、死亡退院されたすべての患者についてデスカンファ
レス (Death Conference 以下、DC とする ) を行っている。しかし、
現状は入院患者のカンファレンスが優先され、DC は 2、3 ヶ月後
になってしまうことがある。そのため、患者の死に直面した時の思
いや看護の記憶が曖昧になってしまうという声が聞かれている。そ
こで現在の DC に関する看護師の思いを明らかにし、今後の DC の
あり方を検討する目的で本研究に取り組んだ。
【対象・方法】B 病棟看護師 4 名に、研究者が独自に作成したイン
タビュー内容に基づき、DC で印象に残っていること、理想とする
































【実践経過】平成 25 年 1 月、ケアカンファレンスの目的・意義につ
いて説明しワーキンググループを結成、2 月より月 1 回ケアカンファ
レンスを開催した。前期は問題となった事例を検討し、必要時は認
定看護師や多職種を活用しながらカンファレンスの充実を図った。

































































【方法】平成 23 年 4 月～平成 24 年 3 月の 1 年間の倫理的問題 121
事例を対象とし、質的帰納的方法を用いて看護師の体験した倫理的
問題が表出されている部分を抽出しカテゴリー化を行い分析した。
カテゴリーにそって H23 年度、24 年度の 2 年間の倫理的問題を分
類し比較した。本研究はＡ病院看護研究倫理審査会の承認を得た。




を占め、その 3 つをテーマにした事例検討会を平成 24 年度倫理担
当者会で開催した。平成 24 年度の分析結果では「患者の意思に反
して治療や看護を行うこと（7.8％）」「対応が難しい患者・家族と
関わること（2.2％）」では低下がみられ、「不十分なインフォーム
ドコンセント（15.2％）」では上昇がみられた。
【考察】医療の複雑化に伴い倫理的問題も多様化する中で、多く体
験するテーマを事例検討会で学習し、倫理担当者が各部署で核とな
り発信することは効果的な研修であると考える。また、今回、研修
前後で上昇した項目は、研修による倫理的感性の高まりも一因であ
るが継続的な分析と研修が必要であると考える。　
